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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定することと、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングすることと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、前記ＵＥの
能力の第２の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングすることと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
【請求項２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記識別することは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む請求項１記載の
方法。
【請求項５】
　前記識別することは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む請求項１記載の
方法。
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【請求項６】
　前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み合わせ、ま
たは、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定することを含む
請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序に基づいている請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされているリ
ストに基づいている請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記識別することは、使用する能力の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＢＳから
受信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信したシグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能力の第２
の組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信することと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信することと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
【請求項１２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記識別することは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む請求項１１記載
の方法。
【請求項１５】
　前記識別することは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む請求項１１記載
の方法。
【請求項１６】
　前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み合わせ、ま
たは、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定することを含む
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請求項１１記載の方法。
【請求項１７】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序に基づいている請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされているリ
ストに基づいている請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　使用する能力の組み合わせの表示を、前記ＵＥにシグナリングすることをさらに含む請
求項１１記載の方法。
【請求項２０】
　前記シグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能力の第２の組み合
わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信するメモリとを具備し、
　前記メモリは、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定し、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングし、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、前記ＵＥの
能力の第２の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングし、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を含む装置。
【請求項２２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記識別するための命令は、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わ
せとのそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取るように、前記プロセ
ッサによって実行可能である請求項２１記載の装置。
【請求項２５】
　前記識別するための命令は、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わ
せとのそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取るように、前記プロセ
ッサによって実行可能である請求項２１記載の装置。
【請求項２６】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信するメモリとを具備し、
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　前記メモリは、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信し、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信し、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別するように、前記プロセッサによって実行可能な命令を含む装置。
【請求項２７】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２７記載の装置。
【請求項２９】
　前記識別するための命令は、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わ
せとのそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取るように、前記プロセ
ッサによって実行可能である請求項２６記載の装置。
【請求項３０】
　前記識別するための命令は、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わ
せとのそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取るように、前記プロセ
ッサによって実行可能である請求項２６記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　　［００７０］
　先述のものは、本開示の態様に向けられているが、開示の基本的な範囲から逸脱するこ
となく、本開示の他のおよびさらなる態様を考案してもよく、開示の範囲は、以下に続く
特許請求の範囲により決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定することと、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングすることと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、能力の第２
の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングすることと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
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　　［２］前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数
、または、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）
処理の数、のうちの少なくとも１つを含む［１］記載の方法。
　　［３］前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第
１のセットと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す［２］記載の方法。
　　［４］前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む［１］記載の方
法。
　　［５］前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとの
それぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む［１］記載の方
法。
　　［６］前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み合
わせ、または、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定するこ
とを含む［１］記載の方法。
　　［７］前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組
み合わせとがシグナリングされた順序に基づいている［６］記載の方法。
　　［８］前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組
み合わせとがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされ
ているリストに基づいている［６］記載の方法。
　　［９］前記識別することは、使用する能力の組み合わせを示すシグナリングを、前記
ＢＳから受信することを含む［１］記載の方法。
　　［１０］前記ＢＳのシグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能
力の第２の組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す［９］記載の方
法。
　　［１１］基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信することと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信することと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
　　［１２］前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの
数、または、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ
）処理の数、のうちの少なくとも１つを含む［１１］記載の方法。
　　［１３］前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の
第１のセットと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す［１２］記載の方法。
　　［１４］前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む［１１］記載
の方法。
　　［１５］前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
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のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む［１１］記載
の方法。
　　［１６］前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み
合わせ、または、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定する
ことを含む［１１］記載の方法。
　　［１７］前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の
組み合わせとがシグナリングされた順序に基づいている［１６］記載の方法。
　　［１８］前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の
組み合わせとがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けさ
れているリストに基づいている［１６］記載の方法。
　　［１９］使用する能力の組み合わせの表示を、前記ＵＥにシグナリングすることをさ
らに含む［１１］記載の方法。
　　［２０］前記ＢＳのシグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能
力の第２の組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す［１９］記載の
方法。
　　［２１］ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定する手段と、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングする手段と、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、能力の第２
の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングする手段と、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別する手段とを具備する装置。
　　［２２］前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの
数、または、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ
）処理の数、のうちの少なくとも１つを含む［２１］記載の装置。
　　［２３］前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の
第１のセットと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す［２２］記載の装置。
　　［２４］前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取る手段を備える［２１］記
載の装置。
　　［２５］前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取る手段を備える［２１］記
載の装置。
　　［２６］基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信する手段と、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信する手段と、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別する手段とを具備する装置。
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　　［２７］前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの
数、または、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ
）処理の数、のうちの少なくとも１つを含む［２６］記載の装置。
　　［２８］前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の
第１のセットと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す［２７］記載の装置。
　　［２９］前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値を取る手段を備える［２６］記
載の装置。
　　［３０］前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットと
のそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最大共通値を取る手段を備える［２６］記
載の装置。
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